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著者は実験材料に生後 2 - 5 月までの幼犬顎骨中に発育する歯涯, および蔚山直後の歯についてまだ外
来的刺激にさらされない内縁上皮層を組織学的に検索し, その形成機転を追求 しエナメル器と内縁上皮層
との関連性を明らかにしたものである｡
1 ) 歯歴が鐘状期に達するとエナメル器は完全に外エナメル細胞層, エナメル髄, 中間層およびエナメ
ル芽細胞層の4 層に区別することができる｡
歯肱発育期における外エナメル細胞は多角形を呈し整然と配列している｡








4 ) ついで歯肱の発育が- そう進み新出する前後の時期に達すると外エナメル細胞は形態に変化を生ず
るのである｡














8 ) エナメル質が形成され, エナメル芽細胞と外エナメル細胞層とが相接してもエナメル芽細胞は固有
形態を保持しているが, 歯小皮 (ナスミス氏膜) の形成が終わり, エナメル質の形成が歯頚部まで完成さ
れると漸次変性し固有形態を衷失する｡









論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
歯肉上皮は組織学的にみて 2 部に区別しうるもので, 外縁上皮は一般口腔粘膜上皮と発生学的にも組織
学的にも同一のものであるが, 内縁上皮は発生学的にも, 組織学的にも異なったもので, 発生学的にエナ
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されるものではあるが, なお, その内側の一部はエナメル質形成を終ったエナメル芽細胞の変形, 転化に
よるものであることを明らかにして, この方面の研究に新知見をもたらした｡
本研究は学術上有益で本論文は学位論文として価値あるものと認定する｡
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